
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
工
事
の
本
格
化
や
緊
急
経
済
対
策
な
ど
に
よ
り
、
縮

小
を
続
け
て
き
た
建
設
業
界
は
い
ま
、
工
事
量
の
急
増
と
い
う
環
境
変
化
に
直
面
し
て
い

る
。
主
要
建
設
会
社

社
合
計
の
２
０
１
２
年
度
決
算
は
、
受
注
お
よ
び
売
上
高
は
増
加

し
た
も
の
の
、
工
事
採
算
悪
化
に
伴
い
利
益
率
は
大
き
く
低
下
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

年
度
に
つ
い
て
各
社
は
前
期
並
み
の
売
上
高
を
確
保
し
な
が
ら
利
益
率
は
改
善
す
る
見
通

し
を
示
し
て
い
る
が
、
労
務
・
資
機
材
の
供
給
不
足
な
ど
懸
念
材
料
は
多
く
、
予
断
は
許

さ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

環
境
変
化
と
経
営
へ
の
影
響海老澤　剛建設経済研究所研究員

建
築
分
野
は
受
注
増
加

採
算
改
善
が
必
須
に

建設産業強くしなやかな社会づくりを担う
　
一
方
で
、
連
結
の
売
上
総
利

益
は
前
期
比
８
・
９
％
減
の
８

２
３
９
億
円
で
、
２
期
連
続
の

減
少
と
な
っ
た
。
規
模
別
で
は

大
手
は
同
６
・
２
％
減
の
４
７

３
９
億
円
、
準
大
手
は
同

・

９
％
減
の
１
６
５
６
億
円
、
中

堅
は
同
１
・
３
％
減
の
１
８
４

４
億
円
で
あ
っ
た
。
売
上
総
利

益
率
は
同
１
・
１

低
下
し
６

・
５
％
と
な
り
、
規
模
別
で
は

大
手
は
同
１
・
０

低
下
し
７

・
０
％
、
準
大
手
は
同
１
・
８

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
５
・
１
％
、

中
堅
は
同
０
・
５

低
下
し
７

・
０
％
と
な
っ
た
。
売
上
総
利

益
が
減
少
し
た
の
は

社
、
売

上
総
利
益
率
が
低
下
し
た
の
は

社
で
あ
っ
た
。

　
完
成
工
事
原
価
へ
の
工
事
損

失
引
当
金
計
上
額
は
集
計
し
た

社
合
計
で
１
１
７
１
億
円
に

上
り
、
こ
れ
は
売
上
総
利
益
率

を
１
・
０

押
し
下
げ
る
要
因

と
な
っ
た
。
単
体
の
完
成
工
事

利
益
率
を
土
木
と
建
築
の
分
野

別
に
み
る
と
、
土
木
は
同
１
・

７

低
下
し
７
・
３
％
、
建
築

は
同
２
・
３

低
下
し
３
・
５

％
と
な
っ
た
。

　
利
益
率
が
低
下
し
た
の
は
土

木
で
は
集
計
し
た

社
中

社
、
建
築
で
は
同

社
中

社

で
あ
っ
た
。
土
木
に
お
い
て
は

大
手
・
準
大
手
に
お
け
る
海
外

の
一
部
工
事
の
採
算
悪
化
の
影

響
が
大
き
い
。
建
築
は
震
災
復

興
需
要
に
端
を
発
す
る
労
務
需

給
の
逼
迫
に
加
え
、リ
ー
マ
ン

ひ
っ
ぱ
く

シ
ョ
ッ
ク
後
の
建
築
需
要
低
迷

期
の
受
注
工
事
に
関
す
る
採
算

悪
化
の
顕
在
化
が
影
響
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、

年
３
月
期

年
度

の
単
体
の
受
注
見

通
し
は
前
期
比
３
・
５
％
減
と

厳
し
く
予
想
さ
れ
て
い
る
。
規

模
別
に
は
大
手
が
同
５
・
０
％

減
、
準
大
手

集
計
８
社

が

同
０
・
８
％
減
、
中
堅

同

社

が
同
２
・
３
％
減
と
な
っ

て
お
り
、
採
算
確
保
の
た
め
に

は
受
注
減
も
や
む
を
得
な
い
と

の
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。

　

年
度
の
連
結
の
売
上
高
の

見
通
し
で
は
前
期
比
０
・
４
％

増
の

兆
６
８
９
１
億
円
、
規

模
別
に
は
大
手
が
同
０
・
９
％

減
、
準
大
手
が
同
０
・
９
％

増
、
中
堅
が
３
・
２
％
増
の
予

想
。
期
首
の
繰
越
工
事
高
は
単

体
で
同
０
・
６
％
減
の

兆
７

９
２
９
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

受
注
は
減
少
す
る
も
の
の
お
お

む
ね
前
期
並
み
に
あ
る
手
持
ち

工
事
の
進
捗
に
よ
り
、
前
期

し
ん
ち
ょ
く

並
み
の
売
上
高
を
確
保
す
る
と

読
み
取
れ
る
。

　
完
成
工
事
利
益
率
は
、
選
別

受
注
の
継
続
・
強
化
お
よ
び
、

年
度
ま
で
の
工
事
損
失
引
き

当
て
の
結
果
、
改
善
を
見
込
ん

で
い
る
。
土
木

集
計

社

は
１
・
８

の
改
善
、
建
築

同

社

は
１
・
６

の
改

善
、
合
計

同

社

で
１
・

６

の
改
善
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
労
務
の
逼
迫
に
加

え
資
機
材
の
逼
迫
に
伴
う
追
加

費
用
発
生
な
ど
懸
念
材
料
も
あ

り
、
採
算
改
善
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
と
思
わ
れ
る
。

　
当
研
究
所
で
行
っ
た
準
大
手

・
中
堅
を
含
む
主
要
建
設
会
社

直
近
３
年
間
に
お
け
る
連
結

売
上
高
平
均
の
上
位
計

社

に
関
す
る

年
３
月
期

一
部

は

年

月
期

の
決
算
分
析

を
通
じ
、
建
設
業
界
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
が
経
営
に
与
え

た
影
響
を
考
察
す
る
。

　
単
体
の
受
注
高
合
計
は
前
期

比
２
・
０
％
増
の

兆
６
１
２

億
円
で
、
２
期
連
続
の
増
加
と

な
っ
た
。

社
が
受
注
を
伸
ば

し
て
お
り
、
う
ち

社
は
２
ケ

タ
増
で
あ
っ
た
。
規
模
別
で

は
、
大
手

連
結
売
上
高
１
兆

円
超
の
５
社

が
同
０
・
５
％

増
の
５
兆
１
９
４
２
億
円
、
準

大
手

同
２
０
０
０
億
円
超
の

９
社

が
同
１
・
６
％
減
の
２

兆
４
８
７
１
億
円
、
中
堅

同

２
０
０
０
億
円
以
下
の

社

が
同
９
・
６
％
増
の
２
兆
３
７

９
９
億
円
と
な
り
、
中
堅
が
大

き
く
受
注
を
伸
ば
し
た
結
果
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
受
注
高
合
計
を
土
木

と
建
築
の
分
野
別
に
み
る
と
、

土
木

集
計

社

が
同
２
・

２
％
減
の
２
兆
７
３
２
８
億

円
、
建
築

集
計

社

が
同

３
・
０
％
増
の
６
兆
８
２
６
１

億
円
。
土
木
で
は
大
手
・
準
大

手
を
中
心
に

年
度
に
が
れ
き

処
理
な
ど
の
震
災
復
旧
関
連
大

型
工
事
に
よ
り
大
き
く
受
注
を

伸
ば
し
た
反
動
で
の
落
ち
込
み

が
見
ら
れ
た
が
、

年
度
の
２

兆
２
２
８
６
億
円
を
２
割
以
上

上
回
る
水
準
で
あ
っ
た
。
建
築

で
受
注
を
大
き
く
伸
ば
し
た
企

業
で
は
、
商
業
施
設
、
病
院
、

私
立
学
校
な
ど
の
国
内
民
間
建

築
の
受
注
増
加
が
多
く
挙
げ
ら

れ
た
。

　
土
木
受
注
高
は
規
模
別
に
は

大
手
が
同

・
５
％
減
の
９
５

０
１
億
円
、
準
大
手
が
同
５
・

５
％
減
の
７
９
３
３
億
円
、
中

堅

集
計

社

が
同

・
７

％
増
の
９
８
９
４
億
円
。
増
加

し
た
の
は
大
手
が
３
社
、
準
大

手
が
３
社
だ
が
、
中
堅
で
は

社
が
増
加
し
た
。

　
建
築
受
注
高
は
規
模
別
に
は

大
手
が
同
２
・
７
％
増
の
４
兆

４
４
７
億
円
、
準
大
手
が
同
０

・
３
％
増
の
１
兆
５
７
０
６
億

円
、
中
堅

集
計

社

が
同

７
・
６
％
増
の
１
兆
２
１
０
７

億
円
と
な
り
、
増
加
し
た
の
は

大
手
４
社
、
準
大
手
７
社
、
中

堅

社
で
あ
っ
た
。
こ
の
受
注

高
の
動
向
は
、
土
木
で
は
震
災

復
旧
工
事
に
加
え
全
国
的
な
工

事
量
の
増
加
、
建
築
で
は
民
間

工
事
発
注
の
回
復
が
表
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

　
連
結
の
売
上
高
で
み
る
と
前

期
比
６
・
１
％
増
の

兆
６
４

２
０
億
円
で
、
受
注
高
と
同
様

２
期
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

社
が
増
収
と
な
り
、
う
ち

社
が
２
ケ
タ
増
で
あ
っ
た
。
規

模
別
で
は
大
手
が
同
６
・
７
％

増
の
６
兆
７
６
４
２
億
円
、
準

大
手
が
同
５
・
７
％
増
の
３
兆

２
４
５
３
億
円
、
中
堅
が
同
５

・
１
％
増
の
２
兆
６
３
２
５
億

円
と
な
り
、
減
収
が
続
い
て
い

た
中
堅
も
増
加
に
転
じ
た
。

　
増
加
し
た
の
は
大
手
全
５

社
、
準
大
手
８
社
、
中
堅

社

で
あ
っ
た
。
単
体
の
完
成
工
事

高
を
土
木
と
建
築
の
分
野
別
に

み
る
と
、
土
木

集
計

社

が
同
６
・
７
％
増
の
２
兆
７
２

６
７
億
円
、
建
築

集
計

社

が
同
１
・
４
％
増
の
６
兆

８
９
３
４
億
円
。
期
首
の
繰
越

工
事
高
が
土
木
で
前
期
と
比
べ

多
く
、
前
期
の
が
れ
き
処
理
な

ど
の
大
き
な
受
注
が
当
期
の
増

収
に
寄
与
し
た
と
言
え
よ
う
。
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